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計 ※ 平成22年度限りの経費

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

―

― （　　31　　） （　　31　　）

50 39

単位当たり
コスト

　　　　　　　3.97（百万円／1事業あたり　　） 算出根拠 平成22年度実績額　155百万円／支援実績　39件＝3.97百万円

支援対象件数

活動実績

（当初見込
み）

件
―

―

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度活動見込

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

22年度
目標値

（　23年度）

美術館・歴史博物館の活動基盤が社会の変化に対応して
どの程度まで整備されたかは中長期的視点に立って判断
しなければならず、また優れた取組の影響が他の館に現
れるにも長期間を要するため、短期に定量的評価をするこ
とは困難である。

成果実績 ― ― ― ―

達成度

成果指標 単位 20年度 21年度

％ ― ―

執行率（％） ― 88.6% 91.6%

執行額 ― 164 163

― 185 178

繰越し等 ― 0 0

24年度要求

予算
の状
況

当初予算 ― 198 178

補正予算 ―

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度

計

22年度 23年度

△ 13 0

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

美術館・歴史博物館が自らの事業の方向性を社会の変化に対応させるための活動基盤の整備に焦点をあて、地域との関係の強化（地域軸の強化）
と国際的な交流の拡大（国際軸の強化）に資する取組みに対して支援を行う。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

全国の美術館・歴史博物館が実施する以下に掲げる取組みの中から、他の館の参考となる優れた取組みを広く公募し、その実施を支援するととも
に、この取組みについて全国の美術館・歴史博物館に広く情報提供を行うことにより、全国の館が時代の要請に応える活動基盤整備に取り組むこと
を促進する。
　Ⅰ．美術館・歴史博物館の地域活動基盤整備支援事業（地域軸の強化）
　　（ア）地域連携強化事業 （イ）地域文化資源整備活用事業 （ウ）ミュージアム支援地域人材育成事業
　Ⅱ．美術館・歴史博物館の国際交流基盤整備支援事業（国際軸の強化）
　　（エ）国際交流拠点形成事業

実施方法 □直接実施　　　　　　　■業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

会計区分 一般会計 施策名 ⅩⅡ－１　芸術文化の振興

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

文化芸術振興基本法
第14条、第26条

関係する計画、
通知等

文化芸術の振興に関する基本的な方針（第２次基本方針）
（平成19年2月9日閣議決定）

担当部局庁 文化庁文化財部 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 平成21年度開始・平成22年度終了 担当課室 美術学芸課 美術学芸課長　栗原祐司

事業名 美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業

事業番号 0372

　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)



上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

予算監視・効率化チームの所見

所期の目的を達成したことから、平成22年度をもって廃止している。

○ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

事業開始から２年が経過し、「全国の美術館・歴史博物館が実施する取組みの中から，他の館の参考となるような優れた取組みを選定しその実施を
支援するとともに，この取組みについて全国の美術館・博物館に広く情報提供を行うことにより全国の館が時代の要請に応える活動基盤整備に取り
組むことを促進する」という所期の目的について点検した結果、文化振興とともに観光振興・地域経済の活性化を推進する取組みへの支援が可能な
スキームへの変容が必要との結論に至り、本事業は22年度をもって廃止した。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

― 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

― 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業では
ないか。

― 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項



※平成22年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け取り
先が何を行ってい
るかについて補足
する）（単位：百

万円）

文　　化　　庁
１６３百万円

美術館・歴史博物館の地域活動
基盤整備及び国際交流基盤整備
のための優れた取組を支援

A. 美術館・歴史博物館

全３９機関
１５５百万円

【公募・請負】

諸謝金　　　　　　0.2百万円
職員旅費　　　　　0.5百万円
委員等旅費　　　　0.6百万円
芸術祭等運営費　　7百万円

を含む

美術館・歴史博物館の地域活動
基盤整備及び国際交流基盤整備
のための優れた取組を実施

※ 庁費等執行分

※表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計は一致しない



支出先上位１０者リスト
A.

10
独立行政法人国立文化財機構
東京国立博物館

平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「博物館を
みんなのものに～視覚障害児童・生徒へのスクールプログラム―ハ
ンズオンとワークショップを中心に―」にかかる経費

5 企画競争 100%

9 大津市歴史博物館
平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「大津百町
大写真展―マチを記録すること―」にかかる経費

6 企画競争 100%

8 南風原町立南風原文化センター
平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「みんなの
手と手を！「南風原の宝物づくり」～南風原文化センターの手足を磨く
～」にかかる経費

6 企画競争 100%

7 宮崎県立西都原考古博物館
平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「東アジア地
域の学術文化交流促進事業及び国際交流展関連講演会」にかかる
経費

6

6 三重県立博物館
平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「子どもが主
役の博物館づくり事業」にかかる経費

8

平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「みんなで学
ぼう名護・やんばる講座２」にかかる経費

8

企画競争 100%

企画競争 100%

企画競争 100%

4 埼玉県立近代美術館
平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「交差する
風・織りなす場―SMFアート楽座・アートバンク2010」にかかる経費

9 企画競争 100%

5 名護博物館

3 手錢記念館
平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「三館合同
企画展「本陣被仰付」展」にかかる経費

10

2 福島県立博物館
平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「会津・漆の
芸術祭」にかかる経費

11

平成22年度美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「徳島平和
ミュージアムプロジェクト」にかかる経費

12

企画競争 100%

企画競争 100%

企画競争 100%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 徳島県立博物館

計 0 計 0

使　途
金　額

(百万円）

12 計

B. D.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

0計

※表示単位未満四捨五入の関係で、
積み上げと合計は一致しない

謝金・旅費
・宣伝費等

資料整理謝金、会議出席旅費、ポス
ター印刷費等

6

使　途
金　額

(百万円）

設営費 会場設営・撤去費、集荷・返却料等 7

費目・使途
（「資金の流れ」にお
いてブロックごとに
最大の金額が支出
されている者につい
て記載する。費目と
使途の双方で実情
が分かるように記

載）

A.徳島県立博物館 C.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目


